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の対話が結論で生かされている︒自らはヨーロッパ系移民の子孫で「東洋を夢見てきた」とエピグラフで明言され︑家族のルーツ探しから始まることが多い日系人によ 日本研究と異なる出発点と姿勢を宣言している︒日系人の社会的存在感に比べ︑日本文化を語る場に乏しいブラジルにあって貴重な知性で︑各章ご に自身の日記から手書きによる日本滞在中の微細 観察が記され︑詩的な印象 残す︒全体としては︑日本の身体感覚・表現の動静が列島の外へ拡散し
（彼女はディアスポラ︑授精ないし播種と呼ぶ）
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の解明に当てられる︒旧来の島国孤 論に対して︑国土 内と外の交流が強調され︑そのありようは個人レベルの自己と他者 相互浸透の延長として概念化される︒島な ばこそ多くのレベルで交流が進み︑移ろいやすさを本質とする︒それぞれの場 生成には和辻的な風土が大きく関わってい いう 水戸尊皇派と百姓一揆という政治的に正反対の立場が 共通の 民＝身体概念を支えに極端に走る共通性を持つ︒また連歌の座や江戸 の服飾を
例に作者性を押し出さない「変形のテクノロジーとしての美学」も話題としている︒　
第三章「メディアの回路」は明治維新時の近代＝西洋観を始点




村上隆の三人についてそれぞれ「芸術は爆発だ」 「芸術は肉体 再発明だ」 「芸術は商品だ」のキャッチフレーズから論じている︒引
書評
135
かれるのはマルク・ダシ︑ミリアム・サス︑トマス・ラマールらの論だ︒岡本太郎についてはフランス人類学・シュルレアリズムとの交流が重く見られ︑土方巽についてはジュネ︑アルトーとの関連が記され︑三島由紀夫が暗黒舞踏の礎石を築いたとされる︒村上隆のスーパーフラット概念 奇想の浮世絵に由来し︑十九世紀のジャポニズムが今ではマンガ︑アニメの国際的人気に通じ︑その資本の回路もまた表現に取り込む村上の大胆 著者 感服している︒　
第六章「機械の外の幻想」は一九八〇年代以降の美容とファッ





で見られることが再確認される︒彼女の長い研究のなかで︑日本の身体性の規約を探る発想は廃棄さ 認知と知覚を一体化した行動と見なす「知覚の連鎖」 概念を採用するにいたった︒この連鎖は「日本的身 虚構の地図作製法」を作り出す︒抽象的な

























なエッセイで︑裏 紙には今後の日本旅行の前に読んでおきたいと︑ブラジルの哲学者が推薦文を寄せている︒本書自体が旅である︑ ︒ は世界最大の日系人口を持ち︑彼らの一世紀にわた 社会や産業への貢献と文化交流が公式的に繰り返し述べられながら︑日本語とポルトガル語の限界から一歩進んだ知的な交流は限られてきた
（ことにサンパウロ州から離れるに比例して）
︒本
書は英語・フランス語による日本研究の現況を︑ポルトガル語読者に伝える役割も果 している︒数が多いとはいえないポルトガル語による日本文化論の今後の指標 なるだろう︒
